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2023年度 事業計画 

事業方針と重点実施項目の基本的なところは継続する。 

 【事業方針】 

１.会員相互の親睦交流と教養の向上 

同窓会は親睦団体としての位置づけは重要で、一丁目一番地としている。 

「新入会員歓迎会＆レイカ大津の集い」、「新年会」に限らず、５部会１委員会活動に参加

することが親睦交流の側面を持っており、諸活動に積極的に参加し教養の向上を期待する。 

10月には 43期生の入会式を行うとともに「新入会員歓迎会＆レイカ大津の集い」の実施を

目指す。 

歓迎会は地域ミーティングを充実させることを目指し、４地域別のミーティング会場を確

保し、卒年度の近い 42期生の協力を得て交流に工夫した企画にしたい。４地域の地域ミーテ

ィングは親睦交流の大切な企画であり工夫して開催する。 

昨年度の新年会は延期して実施できなかったが、本年度は是非とも開催したい。 

 

大津支部の発足は 1984年５月 16日。2025年５月 15日で満 40年になる。 

2025年５月 16日以降の年度内に、40周年記念式典及び記念行事の開催並びに記念誌の発

行を目指す。 

2023年度から 2025年度の３年間の支部会計予算に特別積立金を計上して、記念式典と記

念行事、記念誌発行を可能にしておく。 

 

２.諸活動を通じて地域社会の発展に貢献とボランティア活動に参加 

（５部会１委員会と各サークル活動） 

レイカディア大学の同窓会が他の学校の同窓会と異なっているのは、地域社会の発展に貢

献することとボランティア活動に参加することである。 

地域活動に地域から一般の方の参加を求めて年間 300人を超えることを目標とする。 

３.母校の発展に寄与する 

学生募集の活動と地域体験学習の受入れ、大学祭等で在校生と交流して母校の発展に寄与

する。 

レイカディア大学と大津支部の知名度向上に、サポートの会、えにしの会及び関連する団体

と連携して更なる諸活動を通じて貢献を考えて行く。 

同窓会本部とサポートの会と連携しながら従来通り募集活動に取り組むこととし、平和堂

と「win-win」の関係を大切にして、店内での作品展示と支部活動紹介、イベント上演を継続

し、かつ、学生募集活動に取り組む。 

 

 

【重点施策】は５点にまとめ継続する。 

１.会員の確保 

既存会員の退会を少なくするために担当役員との意思疎通を大切にするのと、地域体験学

習に在校生を受入れて交流を進め、更に新入会員説明会に積極的参加し会員確保を徹底する。 

在校生にカラー化した会報「かけはし」を毎回配布して、大津支部の活動紹介を行い在学 

中から 親しみを感じていただく活動をする。 

２.部会・サークル活動の充実と拡大 
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各部会・サークル活動は、既存会員の懇親を深め親睦交流に欠かせないことから、継続的 

に実施していく。 

(1)健康部会 

     会員相互の親睦と健康増進を図る。 

2023 年度も会員の健康増進と交流促進のため、各種スポーツ大会やハイキングなどを 

適切な間隔で各２回開催する。 

(2)文化部会 

作品展、市民陶芸体験講座の活動に加え、平和堂石山とアル・プラザ堅田の展示支援を

行い、レイカディア大学と大津支部活動紹介をし、今後とも知名度向上と学生募集活動に

繋げる活動をする。 

平和堂の「イキイキふれあい祭り」に、「書」「絵手紙」「竹灯篭」等に大津支部会員

以外の方や一般の方の参加を得ていることは、大津支部会員の活動の広さを表しており大

切にしていきたい。 

(3) 研修部会 

会員の教養と知識の向上、また社会貢献の一助になる施設見学会、講演会などを引き続

き企画・実施する。行事の開催時期、場所等の配慮など行い、コロナ禍で未実施の継続案

件も環境が整えば実現に向けて努力する。恒例の健康部会との共催事業（合同ハイキング）

も行う。 

(4)地域活動部会 

地域活動は「小学校支援活動」と「まちなか支援活動」を二本柱として継続する。 

活動開始前には安全ミーティングを行い安全無事故の徹底をする。 

同窓会大津支部のビブス・オレンジ帽子を着用することで知名度向上と一般市民の参加

を期待する。 

会員の高齢化に伴う作業時間の短縮と共に会員相互の親睦を図るために、固定参加者以

外の会員の誘い方を工夫する。特に小学校支援活動については息の長い活動に繋がるよう

に在校生の地域活動体験学習で多くの学生に来てもらう事に努める。 

(5)広報部会 

会報「かけはし」は４回/年の発行を継続し会員相互の絆を固める。 

カラー化は 2023年度も継続する。 

各地域から女性会員を登用し女性による取材活動を活発化したい。 

会報「かけはし」の記事コンテンツを見直し、会員への情報発信の質向上を進める。 

ホームページについては見やすさを考えた体裁を整え、またスピーディな情報伝達を心

がけ、魅力あるホームページとして育て上げたい。 

会報「かけはし」及びホームページを活用し、滋賀県及び大津市などの行政及び関係機

関に対する情報発信に努め、レイカ大津の知名度向上を図る。 

(6) 知名度向上委員会 

初期の目的である大津支部会員脱退者の減少、レイカディア大学含めた知名度向上に

は貢献出来ている。今後は５部会と連携して更なる知名度向上を目指す。 

３.財政健全化 

(1) 夏原グラントの４年目のステップアップ助成に 50万円の申請を行う。 

(2) イオン黄色いレシートキャンペーンの参加を継続する。 

(3) 同窓会本部を通じて「美しい湖国をつくる会」に活動補助金を申請。 

  上記の助成金を通じて会報「かけはし」カラー化の継続を目指すのと、財政健全化に向け
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て注力していく。  

４.人材の育成 

 役員会には、各地域共に卒年期の新しい幹事を選出し人材育成と世代交代を進めるととも

に、女性を登用することで今後の活躍に繋げる。 

５.関連先との連携強化 

大津市社会福祉協議会から引き続き活動の情報を受ける中で、新たな活動先を検討してい

く。他は、前年度と大きな変更はない。  

 

 以上の諸施策は会員各位のご理解とご協力によって進めることが出来る。 

ご支援のほどよろしくお願いする。 

  

 

 

【参考資料】  大津支部組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会大津支部組織図 
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